
  

 
 
 

 
 

 

 

会長(C P)山田滋己「苦難の時こそ、我がクラブから明るい光を！」“ Let's emit bright light from our club at the time of hardship！” 
 

 
国際会長(IP)Jacob Kristensen(Denmark)“TRUST IN THE RIVER OF LIFE”(命の川を信じよう):(Values, Leadership and Extension) 
アジア太平洋地域会長(AP)David Lua(Singapore)“Make a difference”(変化をもたらそう)“INSPIRE”(奮い立たせよう) 
西日本区理事(RD) 古田裕和(京都トゥービー)“Let’s do it now!”“2022に向け埃を持って All is well.” 
六甲部部長(DG)安行英文(さんだ)「行動に信念を、信念は行動に」:Believe in what you do. Do what you believe in. 

3 月強調月間 JWF 
JWF は皆さまの厚意によって支えられています。個人やクラブの記念に合わせて献金をお願いします。 

西野 陽一 JWF 管理委員長（大阪高槻クラブ） 

  
 

 
  

 
  
 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

2020―2021 年度クラブ役員 
【会長】山田滋己【副会長】宮内伸浩【直前会長】水野雄二【書記】宮内伸浩【会計】丹羽和子､小田浩、手塚貴子【監事】鈴木誠也【担当主事】松田道子 

Chartered May 8, 1988 

神戸ポートワイズメンズクラブ 

〒650-0001 神戸市中央区加納町 2-7-11 

神戸 YMCA 国際・奉仕センター 

Tel 078-241-7204 

Fax 078-241-3619 

E-Mail：houshi@kobeYMCA.org 

http：//www.kobeYMCA.org/ 
 

第 1 例会第 4 水曜日 6：30-8：30P.M. 

第 2 例会第 1 木曜日 7：00-8：30P.M. 

第 399 号 
2021 年 3 月 

＜ 2021 年 3 月の聖句＞ 
＜ヨハネが捕えられた後、イエスはガリラヤへ行き、神の福音を宣べ伝えて、「時は満ち、神の国は近づい

た。悔い改めて福音を信じなさい」と言われた。＞        マルコによる福音書 1章 14－15節  

コロナ感染禍の中にあって、私は、「仕方がないか」という諦めが心の多くを占め、現実と信仰がどんどん

離れていっているように思え、そんな自分をなんと不信仰なのだろうと。それなら悔い改めようと思っても

心が動かない毎日です。今はイエス様が十字架にかかられる前の受難節という期間です。私が悔い改める、

つまり神様の方へ向きを変えることを迫られているだけではなく、それができない私には、神様の方が向き

を変えてくださるのだと。それがイエス様の十字架への道であり、良き報せ、福音なのだと。改めてひしひ

しと感じ、少し心が軽くなっています。今年のイースターは 4月 4日(日)です。      丹羽和子                            

 

＜3月第１例会＞ 

 久々に神戸 YMCA 会館で例会(ZOOM 併用)を行
います。加納町までの道のりが遠く感じるか近く感じ
るか、健康チェックです。お話も健康について。 
また、入会式も行います。嬉しい限りです。 
ZOOM参加ご希望の方は大野までご連絡ください。 

＜記＞ 
・日時：3 月 24 日(水)18:30〜20:20 
・場所：神戸 YMCA三宮会館＆ZOOM 会議室 
・ドライバー：水野雄二ﾜｲｽﾞ 
・開会点鐘：山田滋己会長 
・ワイズソング 
・聖句・祈祷：丹羽和子ﾜｲｽﾞ 
・演題「ピンピンころりの人生は、お口の健康から」 

歯科医師 足立 優氏 
・諸連絡、YMCA報告 
・今月のお誕生日、ニコニコ、今月の歌 
・閉会点鐘：山田会長 

＜2 月出席状況＞ 

出席率：86.7％(出席数)13/15(出席率対象会員数)   

充足率：100％(メン11名,ゲスト&ビジター9名) 

＜今後の主な予定＞ 

＜3 月第 1例会＞ 

 3 月 24 日(水) 18:30〜20:20 神戸 YMCA 
演題「ピンピンころりの人生は、お口の健康から」
講師：足立 優氏、＆入会式 

＜六甲部第 2回評議会＞ 

 3 月 28 日(日)13:30〜 ZOOMミーティング 
＜4 月第 2 例会＞ 

 4 月 8 日(木) 18:30〜20:20 
＜4 月第 1例会＞ 

 4 月 24 日(土)移動例会予定 

＜被災地支援チャリティーコンサート＞ 

 5 月 1 日(土) 14:00〜15:30 神戸栄光教会 
 

HAPPY BIRTHDAY! 
12 日 松田康之さん 13 日 民谷 清ﾜｲｽﾞ 
24 日 松田道子ﾜｲｽﾞ 

 

＜2020-2021年度のファンド・累計＞ 
            2月       累計 
ニコニコ          0円    23,000円 
物品販売（生柿）                15,000円 
じゃがいも                     310,800円 
その他 
 



  

｢距離を越えて繋がり支え合う｣（会長メッセージ） 

  会長  山田 滋己 

  3 月に入り暖かい日が増えてきました。やはり 3 月は東日本大震災の事を思い出します。さらに遡ると

自身も被災した 1995 年の阪神大震災の事につながります。少しずつ交通機関が動き出し､出社できるよう

になると、毎昼休みに少し冷えたご飯とおかず 1つだけの給食弁当を食べる日々が続くなか、3 月には気

温が徐々に上がって、冷えたお弁当の味もなんか花見の時のように外で食べるおいしさと同じ感覚を覚え

る暖かさを迎えた事をまだ覚えています。2011 年には、遠路、まだまだ寒さが残る東北の被災地支援へ向

かうクラブメンバーの車に、積めるだけの物資とガソリン携行缶を積込み、その時も神戸では少し暖かく

なった空気を感じていました。寒い時期に起きた震災としては同じような季節を感じます。 

  地震で被災した仲間でもあり、ワイズの仲間でもある東北へ、様々な被災地支援が 5 年､10 年を区切り

に終了していく中で、我々ワイズメンは微力ではあるものの続けています。被災状況は地域や家庭毎に異

なり、全く同じ事を感じるのは難しいと思いますが、悲しみや苦しみ、そしてそれを乗り越えて前へ進ん

でいる人たちが被災地に沢山居られるという事を、忘れないでいることはできます。コロナ禍がもたらし

たオンライン化は、「はなれていてもつながっている」ことを実現できるようになりました。行き来する

ことに加えてオンラインも活用しながら、距離を越えて繋がり支え合うワイズでありたいと思います。 

 
＜3月第1例会講師紹介＞ 

足立 優（あだち まさる） 
足立優歯科・神戸デンタルドック

センター院長、NPO 法人「明日

の歯科医療を創る会 POS」理事

長。大学卒業後、歯科診療所勤務

を経て、米国留学で米国の日常臨

床に接する傍ら、セミナー受講し

て咬合理論フィロソフィーを学

ぶ。帰国後、歯科診療所を開設し、

歯科健康管理クラブ「ZERO CLUB」設立。 
国際歯科大会をはじめ、予防歯科普及のために歯科医療者

対象の様々な研修会での講演を行うとともに、一般の方に向

けた歯科医療情報にまつわる講演会を実施。患者中心の医療

に基づく予防型総合歯科医療を展開、社会に対しての啓蒙活

動と歯科医療界に対しての教育活動を行っている。 
 歯科に関する多くの著書があり、様々な出版物への寄稿も

手がけている。 
 歯科医療以外では、、兵庫県アイスホッケー連盟副会長を

はじめ多くの役職を担い、地域への貢献にも力を入れている。 
ピンピンころりの人生は、お口の健康から 
～健康寿命を延ばす、これからの歯科医療～ 

歯科医師 足立 優 
 歯科は医科の次に価値づけされてきました。それは、医

科が命を預かり歯科は命には関わらないためでした。 
また、歯科医療は修理の学問として発達してきたため、

歯医者さんの評価は腕の良し悪しで決められてきました。 
 しかしながら、これからの歯科医療が果たすべき役目は

大きく変わります。歯科医療は命には関わりませんが、如

何に生きるかに大きく関わり、人として健康で豊かな生活

を謳歌することに大きく関わるためです。 
 人が健康で豊かな生活を手に入れ寿命を全うするには、

病気にならないことが最重要です。そのためには、口から

始まる感染症を防ぎ、細胞が必要とする酸素を不足なく取

り込み、そして細胞が活動できる栄養を取り込むことが不

可欠です。そしてこれはすべて口の健康により手に入れら

れるのです。ですから、どのような歯科医師を主治医とし

て指名するのかが、あなたの人生を左右することになりま

す。 
人は動物であり必ず寿命を迎えますが、大切なことはお

迎えが来るその瞬間まで、あなたらしくやりたいことを家

族や他人に迷惑をかけることなくなんでもできることでは

ないでしょうか。 
より良い歯科医療により、ピンピンコロリの人生を手に

入れていただければと思います。 
 

入会者プロフィール 
小合瀬 雅之(おごせ まさゆき)さん 
  1972年３月生。1991年 川崎重工業㈱入社。仕事では
何種類もの言語でのシステム開発、保守のキャリアを持つ
と共に、プライベートでは趣味を活かし、子供たちが目を
輝かせて楽しむ鉄道模型走行会ボランティアで多数参画(主
に海外の車両を担当)。これからは、ワイズメンズクラブで
のコラボイベントが楽しみである。 
 

＜２月第1例会報告＞ 2月24日（水） 
神戸ポートクラブ初の海外からのリモート卓話・・・カン

ボジア王国司法省アドバイザーとして活躍されている坂野

一生さんに、『カンボジアの来し方行く先、日本とのつなが

り』というテーマでお話をしていただきました。視覚にも訴

えて大変興味深くわかり易いお話でした。はじめに、自己紹

介を交えて大学卒業後の活動の変遷をお伝えくださいまし

た。貴重な経験をたくさんされていますが、なかでもカンボ

ジアにおける法制度支援には使命感を持って取り組まれ、現

在は司法省において法律の起草を行うという重要なお仕事

をされているとのことです。カンボジアでは、戸籍というも



  

のがなく出生や婚姻に関しても法的な整備はまだなされて

いないとのことです。そんな中、人権に関係してくる法の整

備は大変重要となります。 
 今まで多くの困難を乗り越えて経済的にも大きな成長を

見せるカンボジアは、ここ 10 年ほどで日本に代わり中国が

大きな存在（プノンペンは中国化している）になっているよ

うです。 
 多くの質問にも的確にお答えいただきました。カンボジア

では NGO の役割が大きく行政サービスを補完しているこ

と、若者のファッションは韓国風なものがよく見られること、

カンボジア製品は日本でもよく見られること、PHD協会の

岩村先生には大きな影響を受けたこと、カンボジア総選挙の

選挙監視員として活動中に殺害された中田厚仁さんのこと、

ご自身のカンボジアでの活動のきっかけ、女性省というもの

があり女性権利意識は日本より高いこと、等です。 
長年カンボジアでの支援を継続し今回の例会にも関心を

持って出席してくださった姫路グローバルの三宅ワイズか

らは、カンボジアののどかな森林が広がる農家が、内戦によ

って破壊され大きな立て直しが必要となったこと、YMCA
がプノンペンにあり 2 年前にはワイズメンズクラブができ

たこと、日本人の活躍が大きいことなどの紹介がありました。 
今回ありがたいご縁をいただいたことで、今まで遠かっ

たカンボジアが近い国となり、坂野さんに会いに是非カンボ

ジアを訪れたいと思いました。坂野さんからも、機会があれ

ば是非例会に参加したいとのお言葉をいただいきましたの

で、これからのつながりも楽しみです。 
姫路グローバルクラブの他、宝塚クラブ（４名）、学園

都市クラブ（１名）のビジターにも加わっていただき、大

変充実した例会になりました。感謝。（大野智恵） 
 
「揚がれ！希望の凧 2021 ＠須磨海岸」3月7日 
 悪天の予想を

翻し、風は南西

から北東(東北)
へ、おあつらえ

の向きです。諸

般の事情からワ

イズの幟は立て

ず、道ゆく人に

「一緒に凧揚げ

しませんか？」と声をかけながら、まるで、街頭募金のよ

う。「凧、いくらですか？」なんていう質問もあり。「た

だです！」「じゃあ、やってみます。」ということで、大

学受験に合格した生徒の家族や、尼崎からやってきたアメ

リカ・インディアナ出身の若者、日本在住のカメルーン人

家族（日本語上手）、近所の親子連れ等、約20人で希望の

凧を挙げ、想いを空へ伝えました。私たちは何年経っても

忘れません！      （大野ベン） 

＜会員投稿＞ 
「山歩きの中で」宮内伸浩 
重たい曇り空の下、山道を登り始

めました。しばらく進むと、海へ

の視界が広がります。雲が切れ始

めています。雲間から海面へ裳が

架かります。激しい嵐の後、よう

やく訪れた静けさの中、一条の光

を見た古代の人たちは、神の降臨

を感じたことでしょう。 
 

＜ZOOMによる IBC交流 3月6日＞ 
タイのチェンマイクラブ、チェンライクラブと神戸クラブ、

神戸ポートクラブの4クラブプラス熊本のメンバーで、IBC
交流を行いました。 
元国際会長ウィッチャン氏と元国際書記長西村氏が中心と

なって始めた「Yの森コーヒー」のカフェ一号店開店を祝う

この日に、ZOOM を通して、お祝いの言葉を伝えることが

できました。 
また、多くの参加者一人一人が挨拶を行い、旧交を温めると

ともに、さらなる交流を誓い合いました。 

 

 
 

3 月第 2例会記録(抜粋) 
1.日時:2021年3月4日(木)午後19:00-20:20 

2.場所:ZOOM会議 
3.出席者:井上､大野勉､大野智､中山､丹羽､細見､松田､ 

水野､宮内､宮野､山田 
4.内容 
 (1)2月第1例会･出席者: 

メンバー 井内､井上､大野勉(ドライバー)､大野智､ 



  

         小田､中山､丹羽､細見､松田､水野､山田 11名､ 

ゲスト 坂野一生さん(ゲストスピーカー)､ 

       小合瀬雅之さん､園田将人さん 3名 

ビジター (姫路グローバル)三宅 敬ﾜｲｽﾞ､ 

       (宝塚)石田ﾜｲｽﾞ､多胡ﾜｲｽﾞ､長尾ﾜｲｽﾞ､若林ﾜｲｽﾞ､ 

       (神戸学園都市)田辺ﾜｲｽﾞ 6名  

(2) 2月度活動報告 

･2/ 4(木) 2月第2例会  

･2/ 6(土) 六甲部 会長､主査会(Web) 

     京都ウエストクラブ40周年記念例会(大野) 

・2/19-21 国際議会年央会議（大野） 

・2/20(土) 阪和部会(第32回)(ハイブリッド) 

大野勉､大野智､山田 参加 

・2/28(日)年央アジア太平洋地域議会（大野） 

(3)3～ 4月のクラブ例会 

･3月第 2例会: 3/ 4(木) 19:00-20:20､＠神戸YMCA 

 +各自自宅等(Zoom)) 

･3月第1例会: 3/24(水) 18:30-20:30､＠神戸YMCA 

（ZOOM併用） 

講師：歯科医院院長 足立 優氏 

  演題：「ピンピンコロリの人生はお口の健康から～健康 

寿命を延ばす、これからの歯科医療」 

・入会式：小合瀬雅之さん 

（出欠担当：水野） 

･4月第2 例会: 4/ 8(木) 19:00-20:30､場所神戸YMCA 
･4月第1例会 : 4/24(土) 移動例会､場所 調整中 

(4)今後の予定､他クラブ例会等 

･3/ 6(土) 西日本区主催 次期会長･主査研修会 

･3/ 6(土) 20:00～  IBC交流会(Web)出欠を大野勉まで。 

･3/ 7(日) 14:00〜15:00 揚がれ!希望の凧 in須磨海岸  

     13:30～ 準備（赤灯台集合） 

･3/ 8(月) 19:00～20:30次期六甲部 会長､主査会(Web) 

          議題:次期六甲部計画について 

･3/19(金) 18:30- 神戸 YMCAとワイズ六甲部部長&会長､ 

 パートナーシップ委員会との合同懇談会 

 (神戸YMCA+Web) 
･3/20(土) 16:00～17:30 神戸YMCAピンクシャツデー 

 ワークショップ(Web) 
･3/27(土) 西日本区フォーラム(Web) 
 15:00～17:00フォーラム､19:00～20:00フリートーク 

 クラブ毎の申し込みとなる。 

･3/28(日) 六甲部評議会(第2回) 14:00-16:00(Web) 
・5/15（土）13：00～15：00神戸西クラブ60周年記念礼拝

（チャペル） 

・5/15（土）六甲部準備役員会（時間調整：水野） 

 (5)協議課題 

･3/11(木) 東日本大震災から10年追悼(揚がれ希望の 

 凧､被災地支援等)および石巻広域クラブとのDBC締結 

 に向けて。 

 東日本区で震災 10 年にあたり、石巻広域クラブに対して

「神戸ポートクラブ5万円を支援する件」。承認。 

･3月第1例会 3/24(水) 小合瀬 雅之さん 

 入会式準備について 

 西日本区 EMC 事業主任、六甲部長、ご出席確認（山田） 

･3/28(日) 六甲部 評議会(第2回) 中間報告書 

･4月第1例会 4/24(土) 移動例会について 

･5/1(土) チャリティーコンサート 準備について 

 別紙参照 実施（但し、緊急事態宣言下、または兵庫県感

染拡大特別期下では中止） チケット担当（水野） 

･地域奉仕事業 まなびと 餅つきの代替に､例えば清掃 

  活動など 

 

神戸YMCAマンスリーレポートから 
（１）2月～3月、神戸YMCA全日制事業は学期末を迎え、

特別プログラムをいくつか実施しました。ホテル学科実

習報告会がチャペルで行われ、１年生は初めてのホテル

実習での経験を発表、共有しました。日本語学科は卒業

制作発表を各クラスオンラインで繋いでの実施でした。

高等学院では淡路市ツーリズムプログラムを行い、友人

たちと体験を通じての学習を楽しみました。コロナ禍で

様々な工夫を凝らしての特別プログラムの実施は、学

生・生徒・教職員にとって貴重な経験になっています。 

（２）3月3日、第12回コニュニカ学院・神戸YMCAスピ

ーチコンテストを開催いたしました。メイン会場をチャ

ペルとして、日本語学科の各クラスはもちろんのこと、

コミュニカ学院の各教室、ワイズメンズクラブの皆様の

ご自宅、協賛団体先といくつもの場所を繋いでの実施で

した。各校の代表者15名は、日本に来て経験したことや

日本語を学んで感じたこと、来日理由など、多岐にわた

るテーマで、それぞれの想いが、聴いている人たちに伝

わったスピーチコンテストとなりました。 

（３）神戸YMCAピンクシャツデー・ワークショップを

Zoomで開催いたします。（先月号から日程変更有） 
 日時：2021年3月20日（土・祝）16：00-17：30 
 ファシリテーター：矢野良晃さん（NPO法人ふぉーらい

ふ副理事長/フリースクールForLife代表） 
 参加：どなたでもご参加いただけます。 
 申込方法は、当クラブ担当主事にお問い合わせくださ

い。 
 

編集後記 

神戸ポートクラブでは、毎年チャリティーコンサートを行

ってきました。震災前は、「平和を創り出すコンサート」

と命名していましたが、10年前のあの日以降、「被災地支

援チャリティーコンサート」として行っています。「被災

地」は、あなたの街にも私の街にも当てはまる言葉です。 

「被災地」という言葉を使わずにすむようになっても、心

と心でつながる私たちの仲間と共に、平和を願う活動を続

けていきたいものです。心の平和を創り出すために。 


